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　「守真志満」この言葉は、私の勤務校の校長室に飾られている
額の言葉です。「真を守れば志は満たされる」。つまり、「自分が誠
実であれば心が満たされる」という意味です。
　人道とは、まさに、この誠実な心の表れではないでしょうか。
「困っている人を助ける」「人が苦しんでいたら手を差し伸べる」
というように、真に人を助けたいという誠実さが行動となって
表れ、それは決して見返りを求めるものではなく、人のために尽
くすことで自分の心も満足することができるのです。
　2018年は、自然災害が多発しました。4月の島根県西部地震、6
月の大阪府北部地震、7月の西日本豪雨、9月の北海道胆振東部地
震、そして、相次ぐ台風による被害等、今や災害はいつ、どこの地
域でも起こり得る現象となっています。
　私の住む福井県でも2018年２月に、37年ぶりに大雪が降り、
福井市では147cmと、平年の６倍もの積雪量を記録しました。
この大雪の影響で、除雪が追いつかず、市内の小中学校では最大
５日間の休校を余儀なくされました。　
　そんな中、県内各地では様々な支援がなされました。1500台
もの車が立ち往生した国道８号線では、近隣の住民たちが食料
を提供したり、救護所を設けたりしました。本校でも、PTAの
役員と教職員が手分けして学校付近の歩道や交差点等の除雪を
行いました。中には親子で通学路や歩道の除雪などを行う姿が
見られました。
　2018年8月に山口県で行方不明になっていた2歳児を発見
した男性の「スーパーボランティア」とはいかないまでも、「何か
役に立ちたい」「助けたい」という気持ちがこのような活動につな
がったのです。
　誠実な心を持ち、自分ができることから始めることが人道の
第一歩なのです。そして、この誠実な心が一人でも多くの人に
広がり、人道の輪が大きくなっていくことを願っています。

青少年赤十字全国指導者協議会
福井市明新小学校校長

会 長 澤田　佳久
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﹂︶を
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て︵
支
援
事
業
の
現
状
は

Ｐ
．
５
を
参
照
︶︑支
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︑
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﹂
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︒
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︒
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︒
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る部屋で驚かずに泣かない（動じない）…などの試験をクリアした少女が
クマリになる事が出来るのです。
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■
ネ
パ
ー
ル
で
の
活
動
状
況

　

ネ
パ
ー
ル
で
は
︑﹁
持
続
可
能
な
水
と
衛
生
プ

ロ
グ
ラ
ム
﹂と
題
し
て
︑子
ど
も
た
ち
が
衛
生
的

な
行
動
を
身
に
つ
け
る
知
識
と
技
術
を
得
て
︑家

庭
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
普
及
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

　

事
業
開
始
2
年
目
の
今
年
は
︑支
援
先
の
シ
ャ

ン
ジ
ャ
と
パ
ル
バ
ト
の
郡
の
学
校
で
︑青
少
年
赤

十
字
メ
ン
バ
ー
を
対
象
に
︑手
洗
い
の
重
要
性
や

簡
易
手
洗
い
場
の
作
り
方
な
ど
の
研
修
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
41
回
実
施
し
︑1
0
6
3
人
の
青
少

年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー
が
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し

た
︒
ま
た
︑﹁
正
し
い
月
経
の
知
識
を
知
っ
て
生

活
を
変
え
よ
う
﹂と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
︑

月
経
衛
生
管
理
に
関
す
る
授
業
が
92
回
開
催
さ

れ
︑1
8
8
5
人
が
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
た
︒

　

2
0
1
8
年
10
月
に
行
わ
れ
た
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
で
は
︑子
ど
も
た
ち
が
衛
生
を
テ
ー
マ
に
し
た

劇
を
作
っ
た
り
︑水
を
大
切
に
す
る
必
要
性
を
歌

に
乗
せ
て
ダ
ン
ス
と
共
に
披
露
し
た
り
︑活
動
の

中
で
子
ど
も
た
ち
が
自
然
と
知
識
を
会
得
で
き

る
よ
う
な
工
夫
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑子
ど
も
た
ち
が
学
校
内
だ
け
で
は
な

く
︑自
分
た
ち
で
地
図
を
作
り
な
が
ら
地
域
の
家

庭
訪
問
も
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
︒
学
校
だ
け
で
は
な
く
家
庭
で
も
︑台
所
で
水

は
き
れ
い
に
保
管
さ
れ
て
い
る
か
︑ゴ
ミ
は
ゴ
ミ

箱
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
か
︑な
ど
定
期
的
に
訪
問

し
て
︑チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
︑衛
生
に
関
す
る
知

識
を
得
る
だ
け
で
は
な
く
︑そ
れ
を
伝
え
た
り
活

動
に
つ
な
げ
た
り
す
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
醸
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
︒

　
﹁
青
少
年
赤
十
字
海
外
支
援
事
業
﹂は
︑日
本

の
青
少
年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー
の
奉
仕
精
神
を
醸

成
し
て
︑対
象
国
赤
十
字
・
赤
新
月
社
の
青
少

年
赤
十
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メ
ン
バ
ー
の
健
康
・
安
全
の
確
保
を

図
り
︑国
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理
解
・
親
善
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
︒
青
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赤
十
字
活
動
資

金︵
1
円
玉
募
金
︶が
財
源
の
一
部
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
の
事
業
は
︑支
援
を
受
け
た
子

ど
も
た
ち
が
活
動
の
中
心
に
な
り
主
体
的
な
担

い
手
と
し
て
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
︒
支
援
対
象
国
で
あ
る
ネ
パ
ー
ル
と
バ
ヌ
ア

ツ
か
ら
事
業
の
進
捗
に
関
す
る
報
告
が
届
き
ま

し
た
︒

青
少
年
赤
十
字

海
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支
援
事
業
2
年
目
報
告

人口：2,649万人 
首都：カトマンズ　

ネパール
人口：
首都：カトマンズ　

バヌアツ

人口：26.5万人 
首都：ポートビラ　

バヌアツ共和国
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バヌアツ
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5,095km
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
北
東
に
位
置
し
83
の
島
で

構
成
さ
れ
る
バ
ヌ
ア
ツ
は
︑人
口
24
万
人
︑面
積

は
新
潟
県
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
す
︒
地
震
や
津

波
︑火
山
噴
火
や
サ
イ
ク
ロ
ン
︑洪
水
と
い
っ
た

災
害
リ
ス
ク
に
常
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
︑

2
0
1
5
年
3
月
に
は
巨
大
サ
イ
ク
ロ
ン
で
人
口

の
70
％
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
︒
そ
こ
で
バ
ヌ
ア

ツ
赤
十
字
社
で
は﹁
学
校
に
お
け
る
防
災
減
災
プ

ロ
グ
ラ
ム
﹂と
題
し
て
︑公
的
に
学
校
に
お
け
る

災
害
リ
ス
ク
の
軽
減
や
防
災
の
正
し
い
知
識
を
得

る
環
境
を
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備
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た
支

援
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

　

２
０
１
８
年
７
月
に
実
施
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
で
は
ま
ず
︑ポ
ー
ト
ビ
ラ
の
メ
ラ
小
学
校
と

シ
ー
サ
イ
ド
小
学
校
を
視
察
︒
年
に
3
回
の
避

難
訓
練
を
行
い
︑防
災
教
育
と
し
て
地
域
住
民
や

生
徒
に
対
し
て
津
波
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

伝
え
て
お
り
︑教
員
側
も
積
極
的
に
学
ぶ
姿
勢
を

示
し
て
い
る
と
こ
が
分
か
り
ま
し
た
︒
ま
た
︑ア

ン
バ
エ
島
の
ロ
ン
ブ
リ
タ
ロ
小
学
校
で
も
サ
イ

ク
ロ
ン
︑地
震
や
洪
水
︑干
ば
つ
等
自
然
災
害
に

対
す
る
備
え
に
つ
い
て
学
ん
で
お
り
︑防
災
減
災

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
目
標
に
向
か
っ
て
着
実
に
進
ん
で

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
︒

　目黒星美学園は東京都世田谷区にある中高一貫のミッションス
クール。同校は、毎年希望者を募り、東日本大震災の被災地である
宮城県へボランティア研修を行っています。中学3年生のときに
初めてこの研修に参加した生徒は、「被災地の方と話すのは初めて
でした。石巻市の大川小学校に訪問し崩壊した校舎内でガイド
の方から聞いた話は今でも忘れられません」と語ります。
　研修から生まれた新たな取り組みの中で発案されたのが、「魔
法の携帯トイレ」。災害発生時、家屋倒壊や断水などでトイレが
使えなくなると、トイレの利用を減らすため、水分や食事を控
える被災者が増加。結果として、脱水症状や慢性疾患が悪化し
てしまうという悪循環を引き起こしかねません。このように、
生活に必要不可欠なトイレ問題。災害時のトイレを、「あったら
良いもの」から「なくてはならないもの」への意識改革を行って
います。
　同校は女子校で、「魔法の携帯トイレ」はそんな女子生徒の視
点から誕生しました。臭いの放出されない袋、中が見えない黒ポ
リ袋、液体をジェル状に固めるシートが１パックになっており、
イラストの描かれた可愛らしいパッケージなど、抵抗なく持ち
歩いてもらうための工夫が凝らされています。
　この問題に取り組むようになったきっかけについて、生徒は
「ボランティア研修で、宮城県の荒浜中学校で活動した先輩が、3
月11日の卒業式の日、震災後にトイレが使えなくなり、壁に飾っ
ていたペーパーフラワーを使ったということを耳にしました。
この話を聞き、震災後の混乱した状況が伝わってきて、さらにト
イレの必要性を広めるきっかけになりました」と話します。

目黒星美学園中学高等学校では防災への取り組みとして、
被災地で使える「魔法の携帯トイレ」の普及活動を行なって
います。女子生徒ならではの視点が生かされた活動につい
て紹介します。

目黒星美学園中学高等学校

海外だけではない！水と衛生問題

目黒星美学園中学高等学校目黒星美学園中学高等学校

海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題

目黒星美学園中学高等学校目黒星美学園中学高等学校

海外だけではない！水と衛生問題

東日本大震災からヒントを
得た災害時トイレ問題

■ 学校外に広がる社会還元のサイクル

■ 女子生徒の視点から誕生

　また、同校の防災係である亰百合子教諭は、携帯トイレに
ついて「もともと災害時に学校で使うために材料を集めまし
たが、この活動がスタートしてから生徒たちが学内用とし
てだけでなく、より多くの人に使ってもらうための普及方
法を考えるようになりました。そして、ここまで形になって
きました」と話します。学校外で無料の作成体験を実施する
と共に、ひとつの形として材料を大量購入し、障がい者施設
の方々に封入作業を依頼、学園祭や保護者会などで販売して
収益を寄付する—。こうして社会還元のサイクルを持つ活動
へと発展させることができたのです。
　この取り組みは国内に限ったものではありません。2018
年にボランティア研修でフィリピンを訪問した生徒は「一番
気になったのはやはりトイレのことで、バケツの水で流すと
いう不衛生な環境に衝撃を受けました」。そうした経験も踏
まえ、魔法の携帯トイレの認知度を高めるため様々な場所で
発信していきたい、他人事でなく自分事として考えることが
必要、と今後の活動について語る3人。これからの展開がま
すます楽しみです。

「魔法の携帯トイレ」の

使い方

目黒星美学園中学高等学校

得た災害時トイレ問題

「魔法の携帯トイレ」の

使い方

吸水
シート

セット内容（各1）

魔法の袋

黒い袋 吸水シート

結束
バンド
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2
0
1
8
年
10
月
、平
田
高
校
の
最
寄
り
駅

「
雲
州
平
田
」駅
前
の
平
田
本
町
商
店
街
を
舞
台

に
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

雲
州
平
田
ま
ち
あ
そ
び「
人
生
ゲ
ー
ム
」は
、

　

平
田
本
町
商
店
街
を
舞
台
に
し
た
体
験
型
の

「
人
生
ゲ
ー
ム
」。
普
通
で
あ
れ
ば
机
の
上
で
遊
び

ま
す
が
、体
験
型
は
新
し
い
出
会
い
、ふ
れ
あ
い
、

縁
を
大
切
に
し
な
が
ら
商
店
街
を
回
り
ま
す
。

JRC×

青少年赤十字の態度目標「気づき、考え、実行する」を合言葉に
地域に向けたさまざまな「体験型」防災イベントを主催する

島根県立平田高等学校（以下、平田高校）JRC部の活動を紹介します。
 

島根県立平田高等学校JRC部

　

実
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
全
面
協
力
し
た
の
は
平
田

高
校
。
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
も「
災
害
が
起
き
た
ら
？
」

と
い
う
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
！

　

平
田
高
校
J
R
C
部
は
こ
れ
ま
で
の
防
災
啓
発
活
動

の
実
績
を
活
か
し
、ガ
レ
キ
か
ら
足
を
守
る「
新
聞
紙
ス

リ
ッ
パ
」や
即
席
で
作
れ
る「
ふ
ろ
し
き
リ
ュ
ッ
ク
」、低

体
温
症
か
ら
身
体
を
守
る「
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
ガ
ウ
ン
」な

ど
、部
員
た
ち
の
指
導
で〝
災
害
時
に
自
ら
の
命
を
守
る

地域の皆さんに
もっと防災について

知ってほしい

こ
と
が
で
き
る
防
災
グ
ッ
ズ
〞づ
く
り
を
体
験
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
初
め
て「
新
聞
紙
ス
リ
ッ
パ
」を
作
っ

た
小
学
3
年
生
の
男
の
子
は「
簡
単
に
作
れ
ま
し
た
。

家
に
帰
っ
て
お
母
さ
ん
に
も
教
え
て
あ
げ
ま
す
」と

嬉
し
そ
う
。
ま
た
、子
ど
も
の
頃
に
阪
神
淡
路
大
震

災
で
被
災
し
た
地
元
住
民
の
女
性
は「
災
害
が
少
な

い
こ
の
地
域
に
住
む
人
々
に
防
災
の
大
切
さ
を
教
え

る
い
い
試
み
だ
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

 

平
田
本
町
商
店
街

in

地
域
住
民
が
災
害
時
に
役
立
つ 

Ho
w 

t
o
を﹁
体
験
﹂！ 

広 島

島 根

島根県立平田高校

出雲市
宍道湖

岡 山

鳥 取

山 口

「人生ゲーム」とは、株式会社
タカラトミーから1968年に
発売され、現在も親しまれて
いるロングセラー盤ゲーム。

今回は、ゲームを飛び出
し、コマに見立てた商店街
を巡る「平田商店街体験版
人生ゲーム」を開催！！

地域の皆さんに
もっと防災について

知ってほしい

💦

全校生徒に
防災意識を
もってほしい！

地域の人たちにも
防災意識を
もってほしい！

啓発活動を

主催企画しよう！

自分たちで

まずは、
自分達が
緊急時に
対応できる
ようにしよう！

💦

既存の行事では
限界がある・・・

防災啓発の「体験型」ブースで活躍するJRC部員体験型防災啓発活動を通して地域住民との交流が広がる低体温症から身体を守り、手足も動かせる
「タオルケットガウン」

「体験型」イベントを  し
地域貢献！

主催

特 集 2
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平
田
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
が
防
災
啓
発
を『
主
催
』

す
る
き
っ
か
け
は
６
年
前
の
東
日
本
大
震
災
。

も
し
島
根
で
災
害
が
発
生
し
た
ら
？
高
校
生
の

自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
？
と
考
え
た

当
時
の
部
員
が「
な
に
も
で
き
な
い
の
は
大
変
」

と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
、た
だ
単
に
伝
え
る
の
で

は
な
く
高
校
生
の
私
た
ち
が
伝
え
る
こ
と
が
有

効
だ
と
考
え
全
校
生
徒
へ
伝
え
よ
う
！
か
ら
地

域
住
民
へ
！
と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、2
0
1
8
年
8
月
に
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た
公
益
財
団
法
人  

風

に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
基
金
主
催『
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ア
ワ
ー
ド
2
0
1
8
』で「
第
3
位
」入
賞
を
果

た
し
、世
の
中
に
あ
っ
て
ほ
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
が
少

な
い
平
田
周
辺
地
域
の
人
々
の
防
災
意
識
を
少

し
で
も
高
め
よ
う
と
、自
分
た
ち
が
『
主
催
』
す

る「
体
験
」型
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
に
こ
だ
わ
り
ま
す
。

2
0
1
7
年
に
は
災
害
時
対
応
の
啓
発
イ
ベ
ン
ト

「
熊
本
と
つ
な
が
る
4
・
1
6
」（
会
場
：
平
田
文
化
館
）

を
地
元
有
志
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
と
共
同
主

催
。
高
校
生
に
よ
る
災
害
時
対
応
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
、

そ
し
て
起
震
車（
地
震
を
体
験
す
る
車
）体
験
の
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
実
施
し
た
の
は
、と
も
に
県
内
で
も

先
進
的
な
取
り
組
み
で
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
し
た
今
春
卒
業
の
3
年
生

た
ち
は「
最
初
は
既
成
の
行
事
へ
の
参
加
か
ら
始
め
ま

し
た
が
、さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
て
改
善
点
に〝
気

づ
き
〞、そ
の
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を〝
考
え
〞、

改
善
し
な
が
ら
次
へ
活
か
す〝
実
行
す
る
〞と
い
う
サ
イ

ク
ル
が
で
き
て
き
ま
し
た
。
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は

相
手
が
何
を
望
ん
で
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
大
切
だ

と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
」と
活
動
を
ふ
り
返
り
ま
す
。

②上半身を覆い、
　襟元と袖口を
　整える。

仕上がり
（後ろ姿）

①着物を着付ける要領で、
　下半身を包み、紐等で
　止める。

体温保持はもちろん、手足が自由に
動かせるので機能性バッチリ！！

タオルケットや毛布を
使ったガウン

県内初! 高校生が呼んだ起震車で「体験型」防災啓発ガレキの上を新聞スリッパの有無で歩き比べ

出典：日本赤十字社
災害時高齢者生活支援講習ハンドブック
平成29年5月発行

平田高校JRC部顧問 片岡 初美先生

　生徒たちが自主的にやりたいと思
うことにすべて任せています。私た
ち教員はあくまでもバックアップ役
として「気づき、考え、実行する」生徒
たちを見守り、一緒に防災や地域貢
献について応援していきたいと思っ
ています。

　

実
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
全
面
協
力
し
た
の
は
平
田

高
校
。
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
も「
災
害
が
起
き
た
ら
？
」

と
い
う
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
！

　

平
田
高
校
J
R
C
部
は
こ
れ
ま
で
の
防
災
啓
発
活
動

の
実
績
を
活
か
し
、ガ
レ
キ
か
ら
足
を
守
る「
新
聞
紙
ス

リ
ッ
パ
」や
即
席
で
作
れ
る「
ふ
ろ
し
き
リ
ュ
ッ
ク
」、低

体
温
症
か
ら
身
体
を
守
る「
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
ガ
ウ
ン
」な

ど
、部
員
た
ち
の
指
導
で〝
災
害
時
に
自
ら
の
命
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
防
災
グ
ッ
ズ
〞づ
く
り
を
体
験
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
初
め
て「
新
聞
紙
ス
リ
ッ
パ
」を
作
っ

た
小
学
3
年
生
の
男
の
子
は「
簡
単
に
作
れ
ま
し
た
。

家
に
帰
っ
て
お
母
さ
ん
に
も
教
え
て
あ
げ
ま
す
」と

嬉
し
そ
う
。
ま
た
、子
ど
も
の
頃
に
阪
神
淡
路
大
震

災
で
被
災
し
た
地
元
住
民
の
女
性
は「
災
害
が
少
な

い
こ
の
地
域
に
住
む
人
々
に
防
災
の
大
切
さ
を
教
え

る
い
い
試
み
だ
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

体
験
型
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
を
自
ら﹁
主
催
﹂す
る

平
田
高
校
J
R
C
部
の
取
り
組
み

　

現
在
平
田
高

校
J
R
C
部
の

取
り
組
み
は
、

地
域
か
ら
の
評

判
で
、メ
デ
ィ

ア
か
ら
も
注
目
さ
れ
、全
国
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
J
R
C
部
長
を
務
め
る
名
原
朋
花
さ
ん（
2

年
生
）は「
先
輩
た
ち
の
実
績
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、今
後

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
防
災
の「
体
験
型
」

の
情
報
発
信
な
ど
新
し
い
こ
と
に
も
挑
戦
し
て
い
き

た
い
で
す
」と
今
後
の
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
や
、地
域
の
み
な
ら
ず
、県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら「
一
緒
に
活

動
し
て
ほ
し
い
、企
画
を
考
え
て
ほ
し
い
」と
声
が
多

く
、今
後
も
多
く
の
人
の
命
を
守
る
活
動
が
広
が
っ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

💦

全校生徒に
防災意識を
もってほしい！

地域の人たちにも
防災意識を
もってほしい！

啓発活動を

主催企画しよう！

自分たちで

まずは、
自分達が
緊急時に
対応できる
ようにしよう！

💦💦💦💦💦💦

ちにも

主催企画画画しし

徒ににににに
識をを
ほしいい！！

既存の行事では
限界がある・・・

人人人人人人人人たち
識識識識識識識識をををををををを
ほしいいいい！

ちにも

は、
達がががが
時に
できる
にしよう！

低体温症から身体を守り、手足も動かせる
「タオルケットガウン」

全国ボランティアアワード2018で入賞したチーム
来場者2万人にも大好評だった「体験型」イベント

災害への備えに関するイベントを自ら主催する
に至った活動の広がり

作って
みよう！

とっ
ても簡単！

メッセージ
顧問
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佐賀トレセンでは「ごましお精神」という言葉がよく使われます。これは「ゴ
マはゴマだけではうまくない。塩は塩だけでは塩辛い。でもゴマと塩が合わ
さった“ごましお”は美味しい」というフレーズから、いつどんな時でも男子
と女子が合同で行動することが集団の力を発揮できることを指しています。

09

3日目13 00 13 0021 3019 30 9 208 303022 20

ー ー ンド ー ス

センターチーフ
伊万里市立山代中学校
教諭    福島 裕一 さん

多久市立東原庠舎東部校
教諭　轟木 信秀 さん

執行 亜由美 さん　

ホームルーム連絡会議キャンドルサービス　

佐賀ならではの活動

国際理解・親善

健康・安全

高1の時に初めてトレセンに参加、高２か
らは毎年VSメンバーとして参加していま
す。また、学生時代の積極的なJRC活動を
評価していただき、高2のときに青少年赤
十字メンバーとしてベトナムへ派遣され
ました。今回、「国際理解・親善」のプログ
ラム内で自らの体験を話す機会をいただ
き、熱心に聞いてくれる参加者の姿を目の
当たりにしてうれしく思いました。生徒の
皆さんにはぜひリーダーシップを発揮し、
生徒会などで頑張ってほしいです。

２泊３日のトレセン体験は、ただ楽し
かった、感動した、で終わるものではな
く、子どもたちの学校生活やその後の人
生に大きく、良い影響を与えていると思
います。成長した子どもたちの顔を見る
のが私の何よりの喜び。
「気づき」「考え」「実行する」という青少年
赤十字の態度目標をベースにしたプロ
グラムで、生徒たちが得難い学びを体験
してもらえるよう心がけています。

約20年前、初めてトレセンに参加した
時、目に見えて成長する子どもたちの姿
に衝撃を覚えました。それ以来、私自身
も子どもたちと一緒に学ぶ貴重な機会
として、可能な限りトレセンに参加して
います。
佐賀ならではのトレセンへの熱心さを
次の世代につないでいくため、これから
も積極的に若い先生方を中心にトレセ
ン参加を勧めていくつもりです。

〈VSメンバー〉

Voice 

〈指導者〉佐賀県青年赤十字奉仕団

Voice 

佐賀の中学トレセンの特徴はなんといってもワー
クショップ。学校で行うJRC活動を事前にまとめ
発表。今後、実践してみたい活動を計画し立案をす
る時間はトレセンの集大成です。

ワーク
ショップ

「ごましお精神」とは？

佐賀大学教育学部附属中学校・２学年

中村 百花 さん 中村 仁香 さん
小島 凛子 さん

多久市立東原庠舎中央校・２学年

中尾 幸太 さん 砥上 愛子 さん

中村百花さん 小島凛子さん

中尾幸太さん 砥上愛子

森 穂乃佳 さん

有田町立有田中学校・2学年

ワークショップ中の生徒に聞きました

普段は、地域清掃やベルマーク、アルミ缶集め、
部活動別挨拶運動を行っています。

不要となった文房具を回収して途上国に寄付す
る他校の活動に興味を持ちました。これから、具
体的に取り組むために必要なことを直接聞き、全
校生徒に呼びかけたいです。

毎年4月末に開催される有田の一大イベント「陶
器市」でのボランティアをしました。

来年はもっと多くの生徒が参加して、地域の方や
観光客と交流しながらゴミの片付けなどを行っ
ていきたいです。

私たちの学校で発足した「雰囲気向上委員会」が呼
びかけ、100人以上のJRCメンバーを集めました。
そこでは学校からいじめをなくすための「SAGAい
じめ撲滅会議」について討議しています。

これからも更に広く呼びかけ、生徒の視点からイジ
メをなくすための方策を話し合っていきたいです。

発表したこと

ー

今後の活動計画

今後の活動計画

今後の活動計画

発表したこと

発表したこと

これからどんな活動をしていくのかな？

〈指導者〉

Voice 

（所属：佐賀女子高校衛生看護科4年）

佐賀トレセンでは「ごましお精神」という言葉がよく使われます。これは「ゴ
マはゴマだけではうまくない。塩は塩だけでは塩辛い。でもゴマと塩が合わ

「ごましお精神」とは？

健健康康・

毎年毎年4月末に開催される有田の一大イベント「陶
器市」でのボランティアをしました。器市」でのボランティアをしました。

来年はもっと多くの生徒が参加して、地域の方や
観光客と交流しながらゴミの片付けなどを行っ
ていきたいです。

私たちの学校で発足した「雰囲気向上委員会」が呼
びかけ、
そこでは学校からいじめをなくすための「
じめ撲滅会議」について討議しています。

これからも更に広く呼びかけ、生徒の視点からイジ
メをなくすための方策を話し合っていきたいです。

今後の活動計画今後の活動計画

今後の活動計画

発表したこと発表したこと

発表したこと
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トレセン タイムテーブル

日 2日目10 00 30 00 9 0011 00 1 00 1 00 19 30 22 00

ー ー は
赤十字

青少年赤十字
ー ー ー ド ークの い

トレセン タイムテーブル

看護師　高津 結 さん　

吉野ヶ里町立三田川
中学校・２学年
盛岡 勇巳 さん

トレセン初日、希望してホームルーム連
絡会の司会を務めたことが大きな自信
になりました。
トレセンに参加する前の私は、自分で仕
事を抱え込んでしまうタイプでしたが、
フィールドワークやVS活動※を通し
て、グループのメンバーで仕事を分担す
ることの大切さを学ぶことができまし
た。また、今回学んだ「ごましお精神」を
自分の学校でも広めていきたいと思っ
ています。

佐賀県立香楠中学校・
２学年
篠原 美賢 さん

生徒会長をめざしている私はリーダー
シップを鍛えるために今回の参加を決
めました。
多くの仲間と力を合わせ活動し、身につ
けたリーダーシップと周囲の仲間と協
力する力を今後の生徒会活動に活かし
たいと思います。
各グループの代表者が集まるホーム
ルーム連絡会議では自主的に手を上げ
司会を務め、やりとげたことはとても良
い経験になりました。

高校生の時、所属していたボランティア
部の先生に誘われ、トレセンに初めて参
加しました。初対面の人たちと生活を共
にして仲良くなっていく楽しさを味わい
ました。同時に、青少年赤十字への関心
が芽生え、世界で活躍する日赤の活動へ
の共感も覚えました。
今は新人看護師として忙しい日々を送っ
ていますが、これからも可能な限りVSメ
ンバーとして協力していきたいです。

佐野常民の生地ならではの熱気！
赤十字 の

「リーダーシップ・トレーニング・センター（トレセン）」は、児童・生徒が集団生活の中で“誰
もがリーダーである”というリーダーとしてのあり方を学ぶ研修プログラムです。今回訪れた
のは日本赤十字社の創立者佐野常民の出身地であり、青少年赤十字（JRC）活動が活発な佐賀
県。今後生徒会で活躍したい、と考える志の高い生徒たちの活動をご紹介します。

〈参加生徒〉

Voice 
〈参加生徒〉

Voice 
〈VSメンバー〉

Voice 

佐賀トレセン・中学生の
部は、2018年8月8日（水）
〜10（金）に、「佐賀県北山
少年自然の家」で開催され
ました。佐賀の中学トレセ
ンは参加者が多いことが
特徴の1つ。今年は県内29
の学校から86名の中学生
が参加しました。

※ VS活動：ボランタリー・サービスのこと。多くの人が集団生活するとき、よりよく過ごせるように困ったことを解決するため、自分から進んで行動すること。
※ VSメンバー（運営補助）とはトレセンをよりよく過ごせるよう、ボランタリー・サービスのメンバーとしてサポートする社会人や学生のこと。

佐賀県青年赤十字奉仕団/
佐賀県赤十字看護奉仕団

（所属：国立病院機構佐賀病院）
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　 26 2 日本赤十字社

　 赤十字

　2 番
東日本大

日
大

日本縦断活動紹介
JRC 

JRC
日 JRC 

大

　

　

いの をま  
さい ージ ン

いの をま  さい ージ ン

大

　
赤十字

赤十字

　 9 12日 日本赤十字社 130
 赤十字大 “

”

　 赤十字 日

　 「優しさと温かさでいっぱいのこの地球（ほし）にしたいから…
愛をつないで生きてゆこう。」

クの た に たい×

いの さい
ー ン い の

  理事長

 は

の デ ー 青
AOMORI

子どもたちに伝えたい言葉

い

い

い事 い の いく
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　 都 140
JRC

日赤

大 ( ) JRC

日 JRC

JRC
に

　    

JRC
字

本 日

JRC 目
本 大

目

　 50 43
4

赤十字 赤
十字

赤十字

130

赤十字

の青少年赤十字 ！
  氏

　

JRC

子どもたちに伝えたい言葉

ン ィア

　 社

日本

子どもたちに伝えたい言葉

に

社

日本

子どもたちに伝えたい言葉

70 × 90 赤十字
字　日本赤十字社 赤十字

赤十字 赤十
字

赤十字 赤十字

TOCHIGI

　 赤十字
赤十字

赤十字
　

日本     ×
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FUKUI
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　Chikusa Yuriko
1988 大
2013 TV番

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
会
社
を
退
職
し
︑気

象
予
報
士
の
道
へ
︒
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
・
気
象

デ
ス
ク
と
し
て
T
V
を
中
心
に
幅
広
く
活
躍
中
の

千
種
ゆ
り
子
さ
ん
︒
現
在
の
お
仕
事
を
選
ば
れ
た

理
由
や
防
災
へ
の
思
い
を
う
か
が
い
ま
し
た
︒

千
種
ゆ
り
子

気
象
予
報
士
・
防
災
士

SPECIAL INTERVIEW
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私
の
原
点
と
な
っ
た
の
は

﹁
阪
神
淡
路
大
震
災
﹂と﹁
京
都
議
定
書
﹂

　

神
戸
市
東
灘
区
に
住
ん
で
い
た
小
学
校
1
年
生

の
時
︑阪
神
淡
路
大
震
災
で
被
災
し
ま
し
た
︒
学
校

で
も
ト
イ
レ
の
水
が
流
れ
な
く
な
る
な
ど
の
被
害

は
あ
り
ま
し
た
が
︑そ
れ
ほ
ど
大
変
だ
っ
た
と
い

う
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
後
年
に
な
っ
て
両
親
に

当
時
の
こ
と
を
聞
い
て
み
る
と
︑街
が
破
壊
さ
れ

た
悲
惨
な
光
景
を
幼
い
娘
に
見
せ
た
く
な
か
っ
た

の
で
︑で
き
る
だ
け
外
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
心
が

け
て
い
た
そ
う
︒
あ
り
が
た
い
親
心
で
す
︒

　

で
も
心
の
ど
こ
か
に
被
災
の
記
憶
は
残
り
続
け

て
い
た
と
思
い
ま
す…

︒

　

小
学
生
時
代
に
は
1
9
9
7
年
に
京
都
で
開
催

さ
れ
た﹁
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
﹂で
C
O
2

な
ど
の
削
減
率
を
定
め
た﹁
京
都
議
定
書
﹂が
大
き

な
話
題
に
な
り
ま
し
た
︒
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い

SPECIAL INTERVIEW

て
地
球
温
暖
化
問
題
へ
の
関
心
が
芽
生
え
︑や
が

て
自
分
な
り
に
地
球
の
た
め
に
貢
献
で
き
な
い
か

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒
地
球
環
境
や
自
然

へ
の
関
心
は
中
学
︑高
校
と
続
き
ま
し
た
︒
私
に

と
っ
て
人
間
が
つ
く
っ
た
モ
ノ
よ
り
︑自
然
の
方

が
は
る
か
に
魅
力
的
に
思
え
た
の
で
す
︒

　

文
系
だ
っ
た
の
で
大
学
は
法
学
部
を
選
ん
だ
の

で
す
が
︑考
え
て
み
る
と
法
律
っ
て﹁
人
間
が
つ

く
っ
た
モ
ノ
﹂の
最
た
る
も
の…

…

︒
入
学
後
に

ち
ょ
っ
と﹁
し
ま
っ
た
！
﹂と
思
い
ま
し
た︵
笑
︶が
︑

大
学
時
代
に
は
︑現
在
ま
で
続
け
て
い
る
空
手
と

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
︑地
球
温
暖
化
問

題
と
も
関
連
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
企
業
へ
の

就
職
を
果
た
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
︒

　
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
だ
け
で
は
な
い

幅
広
い
気
象
予
報
士
の
仕
事

　

と
こ
ろ
が
就
職
1
年
目
に
待
ち
受
け
て
い
た
の

が﹁
東
日
本
大
震
災
﹂︒
当
時
︑勤
務
し
て
い
た
企
業

も
こ
の
大
災
害
に
よ
っ
て
業
績
に
大
き
な
打
撃
を

う
け
ま
し
た
︒社
内
に
不
安
が
広
が
る
中
︑私
は﹁
会

社
に
頼
ら
ず
︑自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
に
取

り
組
め
る
実
力
を
身
に
つ
け
よ
う
﹂と
考
え
る
よ
う

に
な
り
︑気
象
予
報
士
の
資
格
を
取
得
す
る
ス
ク
ー

ル
に
通
い
始
め
ま
し
た
︒
そ
の
時
は
ま
だ
将
来
の

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
︒
自
分
が
そ
の
世
界
で
通
用
す
る
か
も
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
︑会
社
の
仕
事
は
続
け
な
が
ら

資
格
試
験
の
勉
強
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
︒

　

ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
る
と
︑気
象
予
報
士
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
集
ま
り
ま
す
︒
テ
レ

ビ
の
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
だ
け
で
な
く
︑気
象
や

防
災
︑環
境
問
題
に
つ
い
て
講
演
活
動
や
原
稿
執

筆
な
ど
︑可
能
性
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
︒
地
球
温
暖
化
や
防
災
に
つ
い
て
自
分

な
り
の
社
会
貢
献
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
私
に

と
っ
て
︑挑
戦
し
が
い
の
あ
る
世
界
で
し
た
︒

　

資
格
取
得
後
︑N
H
K
青
森
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
に
合
格
し
︑会
社
を
退
職
し
て
青
森
に
向
か
い

ま
し
た
︒
な
ぜ
青
森
か
と
い
う
と
︑そ
れ
ま
で
私
は

大
雪
の
苦
労
と
い
う
も
の
を
実
感
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
︒
こ
れ
か
ら
気
象
予
報
士
と
し
て
仕
事

し
て
い
く
た
め
に
豪
雪
地
域
の
方
々
の
気
持
ち
を

も
分
か
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
か
ら
で
し

た
︒
雪
国
で
の
生
活
と
地
方
局
で
の
経
験
は
︑そ
の

後
︑東
京
の
キ
ー
局
で
の
仕
事
を
始
め
て
か
ら
も

大
き
な
財
産
と
し
て
役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
︒

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

自
分
が
で
き
る
仕
事
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い

　

現
在
は
土
曜
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組︵
テ
レ
ビ
朝
日
︶

に
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
出
演
し
て
い
る
ほ

か
︑出
演
の
な
い
日
は
気
象
デ
ス
ク
と
し
て
情
報

収
集
や
原
稿
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
他
の
気
象
予
報
士
の

サ
ポ
ー
ト
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
︒

　

そ
の
ほ
か
自
分
が
通
っ
て
い
た
気
象
予
報
士
試

験
講
座
の
講
師
や
企
業
や
自
治
体
が
主
催
す
る
気

象
や
防
災
に
関
す
る
講
演
で
お
話
を
す
る
機
会
も

あ
り
︑日
々
︑言
葉
で﹁
伝
え
る
﹂こ
と
の
面
白
さ
と

難
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
︑日
本
赤
十
字
社
の
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
小
・
中
・
高
校
生
向
け﹁
ま
も
る
い
の
ち　

ひ

ろ
め
る
ぼ
う
さ
い
﹂や
幼
稚
園
・
保
育
所
向
け
の﹁
ぼ

う
さ
い
ま
ち
が
い
さ
が
し　

き
け
ん
は
っ
け
ん
！
﹂

を
拝
見
し
て
︑防
災
に
関
す
る
情
報
が
わ
か
り
や

す
く
体
系
的
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
感
心
し

ま
し
た
︒
随
所
に﹁
伝
え
る
﹂工
夫
が
あ
り
︑私
も
子

ど
も
た
ち
に
防
災
の
お
話
を
す
る
機
会
に
ぜ
ひ

使
っ
て
み
た
い
で
す
︒

　

異
常
気
象
を
も
た
ら
す
地
球
温
暖
化
問
題
は
さ

ら
に
深
刻
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
︒
家
族

や
大
切
な
友
だ
ち
を
守
る
た
め
に
︑今
後
ま
す
ま

す
防
災
知
識
の
重
要
性
が
増
し
て
く
る
で
し
ょ
う
︒

私
も
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
そ
う
し
た
知
識

を
広
め
る
お
手
伝
い
を
し
た
い
で
す
し
︑防
災
教

育
を
普
及
す
る
た
め
の
企
画
・
制
作
に
も
関
わ
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒
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災
害
時
に
自
分
の
命
を
ど
う
守
る
の
か
︒
防
災
教
育
の
普
及
に
務
め
る
日
本
赤
十
字
社
は
︑

2
0
1
8
年
8
月
︑幼
稚
園
・
保
育
所
向
け
の
防
災
教
材﹁
ぼ
う
さ
い
ま
ち
が
い
さ
が
し
　
き
け
ん

は
っ
け
ん
！
﹂︵
以
下
︑﹁
き
け
ん
は
っ
け
ん
！
﹂︶を
完
成
さ
せ
四
千
セ
ッ
ト
を
製
作
︒
全
国
の
青
少
年

赤
十
字
加
盟
園
・
保
育
所
に
配
布
し
ま
し
た
︒
幼
稚
園
・
保
育
所
だ
け
で
な
く
小
学
校
低
学
年
に
も

汎
用
性
が
あ
る
と
評
判
の
こ
の
教
材
︒
今
回
は
︑さ
ま
ざ
ま
な
現
場
で
の
活
用
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
︒

■
や
っ
ぱ
り
使
え
る
！ 

幼
稚
園
・
保
育
所
で
の

　 

教
材
活
用 （
武
蔵
野
赤
十
字
保
育
園
）

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」。
元
気
な
声
で
迎
え
て

く
れ
た
の
は
、武
蔵
野
赤
十
字
保
育
園
の
4
歳
児
ク
ラ
ス

21
人
の
園
児
た
ち
。
防
災
関
連
の
活
動
で
は
毎
月
1
回
、

避
難
訓
練
を
行
う
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
義
は
テ
ー
マ「
地
震
」の
シ
ー
ト
を
使
い
、地

震
が
起
き
た
際
の
行
動
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
自
ら
が

考
え
、発
見
し
て
い
き
ま
し
た
。
担
任
の
田
村
智
子
保
育

士
が
園
児
た
ち
の
興
味
を
上
手
に
ひ
き
つ
け
な
が
ら
日

常
で
起
こ
り
得
る
災
害
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　

説
明
が
終
わ
る
と
4
つ
の
班
に
分
か
れ
、教
材
の
シ
ー

ト
に
描
か
れ
た
危
険
な
箇
所
や
危
な
い
行
動
を
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
次
々
と
指
摘
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
探
し
た
り
、比
べ
た
り
す
る
の
が
楽
し

い
よ
う
で
、〝
ま
ず
は
描
か
れ
た
絵
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
〞と
い
う
作
り
手
の
願
い
が
現
実
の
も
の
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、気
づ
い
た
点
を
一
人
ひ
と
り
が
全
体
に
向
け

て
発
表
。
お
友
達
と
話
し
合
い
な
が
ら
、正
し
い
行
動
が

学
べ
る
と
と
も
に
、危
険
な
行
動
や
間
違
っ
た
行
動
に
つ

い
て
、「
な
ぜ
い
け
な
い
の
か
」を
皆
が
考
え
て
学
ぶ
こ
と

で
、子
ど
も
た
ち
に
も
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
い
く
様
子

が
印
象
的
で
し
た
。

　

田
村
保
育
士
は
、「
き
け
ん
は
っ
け
ん
！
」が
こ
れ
ま
で

の
教
材
と
違
う
点
に
つ
い
て
、「
災
害
時
の
瞬
間
が
描
か

れ
て
い
る
点
」だ
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、身
を
守
る
行

動
を
定
着
さ
せ
る
た
め
、普
段
の
生
活
の
中
で
も
指
導
し

て
い
き
た
い
」と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

広
が
る
！
自
ら
の
命
を
守
る
教
育

﹁
ぼ
う
さ
い
ま
ち
が
い
さ
が
し
　
き
け
ん
は
っ
け
ん
！
﹂

幼
稚
園
・
保
育
所
向
け
防
災
教
材

報告

活用
報告

「みんな、この絵を見て！」「どこが危ないと思う？」といった保育士の

呼びかけで、園児たちはどんどん絵の世界に引き込まれていきます。

監修：防災＆情報研究所　
代表　髙梨 成子氏

専門家の声
子どもたちの意見はさまざま。大人が想定

していたこととは違う答えがどんどん出て

きますが、それも大事な発見のひとつ。

この人
あぶないよ！

ぼくだったら

どうしたら
いいのかな？

こうするよ！

汎
用
性
が
あ
る
と
評
判
の
こ
の
教
材
︒
今
回
は
︑さ
ま
ざ
ま
な
現
場
で
の
活
用
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
︒

保
育
所
で
の

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」。
元
気
な
声
で
迎
え
て

く
れ
た
の
は
、武
蔵
野
赤
十
字
保
育
園
の
4
歳
児
ク
ラ
ス

人
の
園
児
た
ち
。
防
災
関
連
の
活
動
で
は
毎
月
1
回
、

避
難
訓
練
を
行
う
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
講
義
は
テ
ー
マ「
地
震
」の
シ
ー
ト
を
使
い
、地

震
が
起
き
た
際
の
行
動
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
自
ら
が

考
え
、発
見
し
て
い
き
ま
し
た
。
担
任
の
田
村
智
子
保
育

武蔵野赤十字保育園
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■
や
っ
ぱ
り
使
え
る
！ 

幼
稚
園
・
保
育
所
で
の

　 

教
材
活
用 （
武
蔵
野
赤
十
字
保
育
園
）

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」。
元
気
な
声
で
迎
え
て

く
れ
た
の
は
、武
蔵
野
赤
十
字
保
育
園
の
4
歳
児
ク
ラ
ス

21
人
の
園
児
た
ち
。
防
災
関
連
の
活
動
で
は
毎
月
1
回
、

避
難
訓
練
を
行
う
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
義
は
テ
ー
マ「
地
震
」の
シ
ー
ト
を
使
い
、地

震
が
起
き
た
際
の
行
動
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
自
ら
が

考
え
、発
見
し
て
い
き
ま
し
た
。
担
任
の
田
村
智
子
保
育

士
が
園
児
た
ち
の
興
味
を
上
手
に
ひ
き
つ
け
な
が
ら
日

常
で
起
こ
り
得
る
災
害
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　

説
明
が
終
わ
る
と
4
つ
の
班
に
分
か
れ
、教
材
の
シ
ー

ト
に
描
か
れ
た
危
険
な
箇
所
や
危
な
い
行
動
を
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
次
々
と
指
摘
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
探
し
た
り
、比
べ
た
り
す
る
の
が
楽
し

い
よ
う
で
、〝
ま
ず
は
描
か
れ
た
絵
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
〞と
い
う
作
り
手
の
願
い
が
現
実
の
も
の
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、気
づ
い
た
点
を
一
人
ひ
と
り
が
全
体
に
向
け

て
発
表
。
お
友
達
と
話
し
合
い
な
が
ら
、正
し
い
行
動
が

学
べ
る
と
と
も
に
、危
険
な
行
動
や
間
違
っ
た
行
動
に
つ

い
て
、「
な
ぜ
い
け
な
い
の
か
」を
皆
が
考
え
て
学
ぶ
こ
と

で
、子
ど
も
た
ち
に
も
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
い
く
様
子

が
印
象
的
で
し
た
。

　

田
村
保
育
士
は
、「
き
け
ん
は
っ
け
ん
！
」が
こ
れ
ま
で

の
教
材
と
違
う
点
に
つ
い
て
、「
災
害
時
の
瞬
間
が
描
か

れ
て
い
る
点
」だ
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、身
を
守
る
行

動
を
定
着
さ
せ
る
た
め
、普
段
の
生
活
の
中
で
も
指
導
し

て
い
き
た
い
」と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

■
も
っ
と
使
え
る
！ 
小
学
校
に
お
け
る
応
用
事
例

　
（
い
わ
き
市
立
菊
田
小
学
校
）

　

い
わ
き
市
立
菊
田
小
学
校
2
年
3
組
の
児
童
24
名
を

対
象
に
、「
き
け
ん
は
っ
け
ん
！
」を
活
用
し
た
防
災
授

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
て
、

2
0
1
8
年
7
月
の
豪
雨
災
害
や
8
月
の
北
海
道
地
震

の
災
害
の
様
子
を
学
び
ま
し
た
。
災
害
の
種
類
や
被
害

な
ど
基
本
的
な
こ
と
が
分
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、4
つ
の
班

に
分
か
れ
、教
材
の
絵
を
見
て
危
な
い
場
所
や
危
険
な
行

動
を
し
て
い
る
人
を
探
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

だ
い
た
い
の
意
見
が
出
尽
く
し
た
と
こ
ろ
で
、担
任

の
白
石
優
先
生
が
答
え
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、

菊
田
小
独
自
で
工
夫
し
た
こ
と
は
、モ
ニ
タ
ー
に
答
え

の
絵
の
拡
大
画
面
を
映
し
出
す
こ
と
。
絵
を
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、解
説
ポ
イ
ン
ト
が
確
実
に
伝
わ

り
ま
す
。

　

授
業
の
最
後
に
、自
ら
を
守
る
た
め
の
防
災
グ
ッ
ズ
を

紹
介
。
普
段
か
ら
災
害
に
備
え
る
こ
と
に
つ
い
て
家
庭
で

も
話
し
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
松
本
光
司
校
長
の
説
明

で
、45
分
の
授
業
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
材
の
良
い
点
に
つ
い
て
白
石
先
生
は
、「
ま
ず

絵
が
可
愛
い
、そ
し
て
グ
ル
ー
プ
活
動
に
使
い
や
す
い
よ

う
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
」と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

幼
稚
園
・
保
育
所
で
は
楽
し
み
な
が
ら
防
災
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、ま
た
、小
学
校
で
は
深
い
学
び
へ
と
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る「
き
け
ん
は
っ
け
ん
！
」。
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
現
場
で
の
活
用
が
広
が
り
そ
う
で
す
。

「風が強い」「雨が降ってる」「雷雲があるね」「何番の子が危ない」。

あちこちから意見が飛び交います。

東日本大震災の直後は避難所となった菊田小学校。2018年3月には、
5年生と当時のボランティア経験者がご飯とレトルトカレー（500食分）
の炊き出しをするなど、経験を次の世代につなげる活動も行っています。

幼稚園・保育所向け防災教材

「ぼうさいまちがいさがし　
きけんはっけん！」

災害時の危険（場所・行動）について伝え、
自分の身を守るための基礎的な知識や判
断力を身に付けてもらうことを目指した
教材です。

http://www.jrc.or.jp/activity/youth/prevention/

教材は日本赤十字社
HPからダウンロード
することができます。

今回、「きけんはっけん！」を授業で使うにあ
たり、答えの見せ方に工夫しました。また、
児童が集中できるのは 30 分程度なので、時
間配分に留意し、冒頭で災害について説明し
たり、最後に避難袋を紹介して子どもたちか
ら保護者へ災害への備えについて話しても
らうという狙いも加えました。小学校低学年
の授業における活用はほかにもさまざま考
えられます。例えば「まもるいのち ひろめる
ぼうさい」と組み合わせた
活用方法もあるでしょう。
そうした点からもこの
教材は大変意味のある
ものだと思います。

いわき市立菊田小学校　
松本 光司校長

指導者の声

川のそばは
あぶないね

あぶないことを
しているのはだれかな？

この中なら
だいじょうぶ！

小
学
校
に
お
け
る
応
用
事
例

小
学
校
に
お
け
る
応
用
事
例

2244
名
を

対
象
に
、「
き
け
ん
は
っ
け
ん
！
」を
活
用
し
た
防
災
授

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
て
、

2
0
1
8
年
7
月
の
豪
雨
災
害
や
8
月
の
北
海
道
地
震

の
災
害
の
様
子
を
学
び
ま
し
た
。
災
害
の
種
類
や
被
害

な
ど
基
本
的
な
こ
と
が
分
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、4
つ
の
班

に
分
か
れ
、教
材
の
絵
を
見
て
危
な
い
場
所
や
危
険
な
行

あぶないことを

いわき市立菊田小学校

日赤  きけんはっけん！で検索！

小学生になると文章で

も表現できるため、記入

シートを用意しました。「風が強い」「雨が降ってる」「雷雲があるね」「何番の子が危ない」。

あぶないことを
いるのはだれかな？

あぶないことを
してしてし い

小学生になると文章で

も表現できるため、記入

シートを用意しました。

東日本大震災の直後は避難所となった菊田小学校。2018年3月には、
5年生と当時のボランティア経験者がご飯とレトルトカレー（500食分）
の炊き出しをするなど、経験を次の世代につなげる活動も行っています。
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﹁
平
成
30
年
度
青
少
年
赤
十
字
国
際
交

流
集
会“Tokyo 2018”

﹂は
︑ア
ジ
ア
・

大
洋
州
地
域
の
若
者
と
日
本
の
高
校
生

の
相
互
理
解
と
親
善
を
目
的
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
︒
今
回
の
テ
ー
マ
は﹁
社
会

に
お
け
る
青
少
年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー
の

役
割
を
考
え
る
﹂︒
具
体
的
に
は﹁
高
齢
化

社
会
﹂﹁
災
害
対
応
能
力
／
防
災
﹂﹁
多
文

化
共
生
﹂の
3
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン︵
行
動
計
画
︶を
考
え
て

い
き
ま
し
た
︒

　

参
加
者
は
海
外
と
日
本
の
メ
ン
バ
ー
が

混
じ
っ
た
7
～
8
人
か
ら
成
る
10
ホ
ー
ム

ル
ー
ム︵
グ
ル
ー
プ
︶に
分
か
れ
ま
す
︒
3

泊
４
日
の
日
程
の
中
に
は
ト
レ
セ
ン
の
よ

う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
︑フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
養

い
︑テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
︒
最
後
に
話
し
合

い
の
成
果
を
全
員
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
ま
し
た
︒
各
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
は

高
校
教
員
の﹁
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
﹂︑通

訳
な
ど
の
お
手
伝
い
を
す
る﹁
語
学
奉
仕

団
﹂︑高
校
生
と
世
代
が
近
い﹁
ユ
ー
ス
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
﹂で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
︒

国
境
や
年
代
︑立
場
を
越
え
た
人
々
の

〝
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
〟
が
国
際
交
流

集
会
の
大
き
な
特
色
で
す
︒

  　

最
終
日
前
日
の
11
月
24
日︵
土
︶︑各

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
終
了
後
︑各
国
の
民
族
衣
装
な
ど
を

ま
と
っ
て
︑歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る﹁
文
化
交

流
﹂を
開
催
︒
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
全

員
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
て﹁W

e are 
The W

orld

﹂を
合
唱
し
︑感
動
の
一
夜

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
︒ 2018年11月22 25日、 ン ク 青少年 セン ーで

30年 青少年赤十字  “Tokyo 2018” を しました。
回はアジア 20 から た ン ー40 日 から ま た 37 し、

指導ス 10 、 ース ン ア10 、 34 に ました。

日
本 社

赤十字 社 目

　　　　 赤十字

社

大

     

テーマ

QuanYu Lu 

大 日本
社

  
大

大

　　　　
赤十字

     

テーマ

Vipanpreet Malhi  

大

  

3
つ
の
テ
ー
マ
を
通
し
て
社
会
に

お
け
る
青
少
年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー
の

役
割
を
考
え
る

ス ン ース ン ー 力

30年 青少年赤十字

“Tokyo 2018”開催！

グループディスカッション
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国
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洋
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本
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互
理
解
と
親
善
を
目
的
に
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ク

シ
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プ
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行
動
計
画
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て

い
き
ま
し
た
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参
加
者
は
海
外
と
日
本
の
メ
ン
バ
ー
が

混
じ
っ
た
7
～
8
人
か
ら
成
る
10
ホ
ー
ム

ル
ー
ム︵
グ
ル
ー
プ
︶に
分
か
れ
ま
す
︒
3

泊
４
日
の
日
程
の
中
に
は
ト
レ
セ
ン
の
よ

う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
︑フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
養

い
︑テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
︒
最
後
に
話
し
合

い
の
成
果
を
全
員
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
ま
し
た
︒
各
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
は

高
校
教
員
の﹁
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
﹂︑通

訳
な
ど
の
お
手
伝
い
を
す
る﹁
語
学
奉
仕

団
﹂︑高
校
生
と
世
代
が
近
い﹁
ユ
ー
ス
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
﹂で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
︒

国
境
や
年
代
︑立
場
を
越
え
た
人
々
の

〝
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
〟
が
国
際
交
流

集
会
の
大
き
な
特
色
で
す
︒

  　

最
終
日
前
日
の
11
月
24
日︵
土
︶︑各

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
終
了
後
︑各
国
の
民
族
衣
装
な
ど
を

ま
と
っ
て
︑歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る﹁
文
化
交

流
﹂を
開
催
︒
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
全

員
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
て﹁W

e are 
The W

orld

﹂を
合
唱
し
︑感
動
の
一
夜

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
︒

赤 社

日本

　　　　赤十字
赤十字

“ ”

  

テーマ

Dedar Saf  

日

日

　

  

30年 青少年赤十字  “Tokyo 2018”

ス ン ー

赤十字
日本

2 2016

赤十字

大 目

17

日本

社
赤十字 目

  

 From Staff  た でした

3日本

  

Tokyo2018
We are the World

グループディスカッションの発表文化交流
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　赤十字

赤十字社 赤十字 赤 社
1922 赤十字

日本 赤十字 1922

赤十字 90

　 大

赤十字
　 赤十字

を の たた の き をき か に

赤十字を に、 き 力 を
　 赤十字

　赤十字

赤十字

青少年赤十字が
大切にしていること

はじまり

青少年赤十字の導入・
活用のメリット

青少年赤十字
加盟校数・メンバー数

加盟校数 1万 4,127 校 メンバー数  330 万 9,153人
加盟校数・メンバー数ともに2018年3月現在

社

大

目実 目

き

実 す

青少年赤十字の 青少年赤十字の

青少年赤十字 JRC は

×

（平成29年度）

 

 

 

 

 

加盟校数・メンバー数ともに

3,443
952,552

1,893
279,937

166
15,422

1,663
142,526

6,962
1,918,716

1,663
142,526

加盟校数

メンバー数
330  9,153

1  4,127 

10 73
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赤十字
赤十字

赤十字ユースとして
子ども食堂の運営に参加

大 赤
十字

都

　 日 日 日 赤十字

日

　 日目 大

　 日目

本 赤十字

日

　 日

　 大

日本

　

　

大
赤十字

　大 赤十字

　 　

全国スタディー・センター
を終えて

青少年赤十字メンバー 赤十字ユースボランティア青少年赤十字　　　　　 ユースの声

青少年赤十字 のアンケート 報

アンケートにご協力くださ の    ご協力 ご い ！

回答くださ た の青少年赤十字指導

3年 に で R を
した を たこ

の

の で 　　　　 の
、 の の で R を

した をし くださ います。

R に の い ト 3は

の

84.5

65.5
55.9
33.4

15.5

2.1
2.2

Q3Q1

Q2

い い

７割

ン ア の
ま た

の い の
きた

を に
でき に きた

1

2

3年 年

524

50.0
21.8
23.9

　

29.6
29.0

17.7

9.4

1年 3年
1年10年

14.3 10年

本社 都
　 目

青少年赤十字　　　　　青少年赤十字　　　　　
赤十字活動に関わる

～青少年赤十字を卒業したら赤十字ユースボランティアにご協力ください～

大

おか ま    

か か
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青少年赤十字指導情報　No.167　

日本赤十字社　東京都港区芝大門1丁目1番3号
http://www.jrc.or.jp/TEL. 03-3437-7083　FAX. 03-3432-5507

Junior Red Cross Information 2018

指導情報 2019 のアンケートにご協力ください！
https://questant.jp/q/YP6PHTTD

このURLまたはQRコードからアンケートページに
アクセスできますので、ぜひご協力ください。

2019年8月31日までにご回答をお願いします。

良い意見、改良点なども
お待ちしています。

指導情報アンケートに
ご協力ください！

指導情報 2019 のアンケートにご協力ください！
https://questant.jp/q/YP6PHTTD

指導情報アンケート
ご協力ください！

みなさまのご意見を
お聞かせください！
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